
第9号

発行所

愛媛県喜多郡

長漬町役場

圏勢調査

九
千
万

度
ド

'一一-'晶

、電2副

執:

~. 

笈:
J=J 

高

L

来
る
十
月
ご
し
た
が
っ
て
こ
の
調
査
で
は
国
-
等
の
諸
施
策
等
の
基
礎
資
料

日
午
前

O
時
を
一
内
に
在
ん
で
い
る
人
を
一
人
の
一

7
民
間
企
業
の
市
場
調
査

期
し
て
、
全
国
一
こ
ら
子
正
確
に
調
査
す
る
こ
と
一
こ
誰
を
ど
こ
で
調
査
す
る
か

一
一
粛
に
国
勢
調
一
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り
ま
す
一
l
調
査
の
範
囲

査
が
行
わ
れ
ま
一
の
で
調
査
の
概
要
を
述
べ
町
民
一
イ
国
勢
調
査
で
調
査
す
る
の
は

す
0
.

一
一
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
申
告
と
御
一
十
月
一
日
国
内
に
住
ん
で
い

国
勢
調
査
は
一
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
一
る
人
の
全
部
で
す
。
日
本
人

五

年

ご

と

に

行

一

ま

す

。

一

は

も

ち

ろ

ん

外

国

人

も

す

べ

わ
れ
る
も
っ
と
一
一
国
勢
調
査
と
は
何
か
。
一
て
調
査
し
ま
す
。
但
し
外
国

も
大
切
な
、
ま
一
国
勢
調
査
は
統
計
法
の
定
め
一
人
の
内
、
特
別
な
人
を
除
き

た
も
っ
と
も
大
一
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
箇
の
基
本
一
ま
す
が
当
町
に
は
該
当
が
あ

が
か
り
な
調
査
一
的
な
統
計
調
査
で
調
査
の
結
果
一
り
ま
せ
ん
か
ら
省
ぎ
ま
す
。

で
あ
り
ま
し
て
一
は
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
一
十
月
↓
目
前
後
に
生
れ
た
人

、
ζ

の
調
査
で
一
に
用
い
ら
れ
る
。
一
や
死
ん
だ
人
に
つ
い
て
は
、

調
べ
た
人
口
統
一

1
国

会

議

員

の

定

数

決

定

一

つ

F
の
注
意
が
必
要
で
す
。

計
が
今
後
五
ケ
一

2
地
方
議
会
議
員
の
定
数
決
定
一

O
十
月
一
日
午
前

O
時
以
前
に

年
間
の
国
の
政
一
3
都
市
設
置
要
件
の
決
定
一
生
れ
た
人
は
調
べ
ま
す
が
、

治
行
政
の
基
本
一
4
地
方
交
付
金
の
算
定
一
そ
れ
以
後
に
生
れ
た
人
は
調

資
料
に
な
る
の
一

5
国

民

所

得

の

推

計

一

べ

ま

せ

ん

。

で
あ
り
ま
す
。
一

6
そ
の
他
人
口
、
住
民
、
労
働
一
@
十
月
一
日
午
前

O
時
以
後
に
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一
キ
ク
ヱ
、
木
ノ
本
節
巌
、
鎌
田

耳切
Z
P
7
n
v
巨
口
加
問
福
岡
事
謹
一
満
穂
、
奥
田
卯
三
郎
、
待
淵
行

!

l

(

，h

タ
ー

:

-

J

巴

t

一
雄
、
笹
本
恭
一
進
、
渡
壁
保
、
新

故

高

に

む

る

一

江

政

雄

、

古

谷

英

子

T
一

-

i

p

J

H

1

e

l

l

-
櫛
生
公
民
舘

〈
七
月
号
の
本
紙
に
も
掲
載
キ
ヱ
松
田
智
副
主
事
井
上
武
夫
一
舘
長
一
酒
井
親
主
事
渡
辺

)
一
一
れ
た
ご
と
く
干
新
町
、
の
社
会
教
一
運
営
審
議
委
員
近
藤
佳
次
、
一
静
雄

l

審
委
上
回
墜
大
、
字

問
一
育
振
興
策
も
関
係
者
た
ゆ
ま
ぬ
一
戒
厳
、
井
関
忠
夫
、
小
川
儀
三
一
都
宮
勲
、
松
浦
秀
雄
、
沖
野
要

四
一
努
力
に
よ
り
着
々
と
実
を
結
び
一
郎
、
谷
本
賀
安
、
城
戸
藤
寿
、
一
一
一
組

J
M
M四
時
一
一
一
一
一

一
一
そ
の
総
合
的
拠
点
と
な
る
べ
ぎ
一
小
池
ア
サ
ノ
、
矢
野
裕
、
稲
田
一

月
一
公
民
舘
も
町
内
各
地
区
に
設
置
一
正
雄
、
久
保
勉
、
清
水
ア
ナ
カ
一
方
一
半
、
松
下
金
街
、
平
井
千
春

毎
一
さ
れ
て
、
愈
々
本
格
的
な
活
動
一
池
川
安
、
菊
地
進
一
石
田
政
雄
、
松
本
{
担
主
、
河
内

一
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
一
青
島
公
民
舘
一
作
右
左
門
、
菊
地
正
行

日

一

じ

最

も

重

要

な

こ

と

は

、

制

度

一

，

一

山

山

海

公

民

舘

一

一

舘

長

亀

井

幸

主

事

紙

本

一

m
一
運
営
の
妙
は
そ
の
人
に
あ
り
と
一
徳
之
助
審
委
浜
弁
広
造
、
一
舘
長
藤
井
口
室
主
宰
垣

明
一
い
わ
れ
る
如
く
、
将
来
公
民
舘
一
市
川
寿
美
子
、
播
本
守
雄
、
浜
一
見
金
次
郎
審
委
河
村
純
一

年
一
運
営
の
成
否
は
、
そ
の
豊
宮
の
一
井
麻
次

E
、
宮
井
喜
七

E
、
奥
一
本
田
重
太
郎
、
板
倉
孝
行
、
赤

却
一
衝
に
当
る
人
の
如
何
に
あ
る
と
一
問
、

P

1

1

一

閣
一
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
重
一
村
豊
次
良
二
宮

g
八
市
川
一
差
益
樹
、
塚
木
梅
雄
、
山
下
士
口

一

一

満

子

、

桧

回

大

典

、

清

岡

キ

ヨ

一

夫

、

-

石

山

チ

ナ

子

、

河

井

八

十

時

一

要

な

キ

ー

ポ

イ

ン

ト

を

掌

握

す

一

一

一

一

子

、

宮

井

友

深

二

、

木

田

正

俊

、

和

田

永

吉

、

一

る

人

々

が

左

の

通

り

決

定

し

た

一

一

一
の
で
、
町
民
各
位
に
お
知
ら
せ
一
沖
浦
公
民
舘
一
村
本
伊
太
郎
、
畑
山
望
〈
、
菊

一

一

一

地

幹

夫

、

滞

回

金

作

、

西

村

重

一
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
躍
一
舘
長
室
本
庫
雄
主
事
戎
一

i

斗
一
を
活
目
し
て
期
待
す
る
も
の
で
一
敏
夫
書
記
水
木
巴
来
生
一

I

(

一

あ

る

。

審

委

西

田

関

弥

、

山

田

木

兵

一

豊

茂

公

民

舘

長

浜

公

民

舘

街

、

我

与

之

進

、

綿

井

敦

、

二

一

舘

長

亀

田

四

郎

舘

長

宮

始

恵

、

佐

々

木

庸

一

J

松
岡
↑
保
宮
男
副
主
事

り

自

使

面--'畠

の

十月

町一一

主

事

久

宇
都
宮
古 岸本印刷所

死

ω
人
は
調
べ
ま
す
が
、

そ
ふ
以
前
に
死
ん
だ
人
は
調

べ
ま
せ
ん

G

2
調
査
の
場
所

こ
の
調
査
で
は
調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
を
そ
の
人

が
ぶ
だ
ん
住
ん
で
い
る
世
帯

で
ま
と
め
て
調
査
し
ま
す
。

イ
世
帯
と
は

こ
の
調
査
で
は
一
般
家
庭
の

よ
う
に
、
住
居
と
生
計
を
と

も
に
し
て
い
る
人
た
ち
ゃ
一

人
で
二
戸
を
か
ま
え
て
暮
し

て
い
る
人
の
よ
う
な
普
通
の

世
帯
(
普
通
世
帯
)
は
勿
論
一

間
借
を
し
て
一
人
暮
し
を
し
一

て
い
る
人
や
、
寄
宿
舎
、
下
一

宿
屋
な
ど
に
集
っ
て
住
ん
で
一

い
る
人
も
、
そ
れ
ん
¥
一
つ
一

るロ
旅稼月ま λJい在と)日でうケんそ人 まの
行を以す住人期でた現すと月での(世す世
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愛
明
回
明
大
口
は
何
人
?

愛
媛
県
で
は
来
る
十
月
一
日

に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
理
解

を
深
め
県
民
の
協
力
を
得
る
目

的
を
も
っ
て
、
左
記
要
領
に
依

り
愛
媛
県
総
人
口
の
予
想
を
、

県
賞
募
集
し
て
お
り
ま
ず
か
ら

奮
っ
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

ロU

一
課
題
昭
和
三
十
年
十
月
一

日
国
勢
調
査
に
よ
る
愛
媛
県

の
総
人
口

二
応
募
期
限
十
月
三
日
限
り

(
但
し
十
月
三
日
の
消
印
あ

年

j
欣

大

正

九

年

大
正
，
十
四
ー
年

昭

和

五

年

沼
和
十
五
年

昭

和

十

年

昭
和
二
十
二
年

昭
和
二
十
五
年

昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
七
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
九
年

人

口
一・
0

回大甘こ(〕

一・
0

九六・玉三(

一・一回ニ・一二ニ

一一六回・八九八

一・一七八七口五

一回喜一一八八七

一・
E

一二・八七八

一・五二一守六(〕国

一-Z三
O

九()八

一F

五五二百一六六

一五=一八・六四五

ク
月
に
な
ら
な
い
人
は
自
宅

で
調
べ
ま
す
(
自
宅
が
な
い

人
は
入
院
先
で
調
べ
ま
す
)

3
船
舶
に
乗
り
組
ん
で
い
る
人

は
自
宅
で
調
べ
ま
す
(
自
宅

が
な
い
人
は
船
舶
で
調
べ
ま

す
)

4
自
衛
隊
の
学
舎
内
や
艦
船
内

の
居
住
者
は
、
そ
の
.
学
会
ロ
ま

た
は
、
艦
船
で
調
べ
目
宅
で

は
調
べ
ま
せ
ん
。

5
刑
務
所
や
拘
置
所
の
取
容
者

で
刑
の
確
定
し
て
い
る
人
や

少
年
院
の
牧
容
者
は
そ
の
刑

務
所
、
拘
置
所
ま
た
は
少
年

院
で
調
べ
自
宅
で
は
調
べ
ま

せ
ん
(
刑
が
確
定
し
て
い
て

も
仮
出
所
中
の
者
や
刑
の
執

行
猶
予
中
の
者
は
自
宅
で
調

べ
る
)

6
刑
務
所
や
拘
置
所
の
牧
容
者

で
刑
の
確
定
し
て
い
な
い
人

や
留
置
場
に
い
る
人
は
自
宅

(
自
宅
が
な
い
人
は
牧
容
先
)

で
調
べ
ま
す
。

三
何
を
ど
ん
な
方
法
で
調
査

す
る
か
。

ー
調
査
項
目

イ

氏

名

ロ
世
帯
主
と
の
続
柄
(
関
係
)

ハ
男
女
の
別

ニ
出
生
の
年
月
日

ホ
配
偶
の
関
係

へ

国

籍

ト
昭
和
十
六
年
末
ま
で
に
生

れ
た
人
に
つ
い
て
九
月
二
十

四
日
(
土
)
か
ら
三
十
日
(
金
)

ま
で
の
一
週
間
の
就
業
状
態

る
も
の
は
有
効
)

三
応
募
方
法
「
官
製
は
が
き
」

に
て
一
人
一
解
答
に
限
る
。

応
募
者
住
所
氏
名
を
明
記
の

こ
と
。
但
し
小
、
中
学
校
児

童
の
部
で
応
募
す
る
者
は
学

校
名
及
び
学
年
名
を
附
記
す

る
事
。

四
宛
先
松
山
局
区
内
一
番
町

愛
媛
県
総
務
部
統
計
課
国
勢

調
査
係

五
賞
金

A

一
般
の
部

一
等
金
五

0
0
0円
』
名

二
等
金
二

0
0
0円
一
名

三
等
金
一

0
0
0円
三
名

調
査
の
種
類

国
勢
調
査

。。臨
時
国
勢
調
査

国
勢
調
査

統
計
局
調
査
推
計
人
口

t
j
;
0
4
 

所
属
の
事
業
所
名
称
、
所
在

お
よ
び
事
業
(
虚
業
)
の
種

類
、
仕
事
(
職
業
)
の
種
類

な
ら
び
に
従
業
上
の
地
位

チ
住
居
に
関
ナ
る
事
項

2
調
査
の
方
法

調
査
は
一
世
帯
ご
と
に
別
々

の
調
査
票
を
用
い
て
行
い
ま

す
。
こ
の
調
査
票
を
調
査
日

(
十
月
一
日
)
の
前
に
各
世

帯
に
，
、
ぽ
り
と
れ
に
世
帯
主

が
右
に
の
べ
た
イ
か
ら
与
ま

で
の
事
項
を
記
入
し
て
-
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
と
チ
の
事
項
は
国
勢
調
査

員
が
調
査
票
を
集
め
に
ま
わ

っ
た
と
き
に
世
帯
の
人
に
質

問
し
て
調
査
察
に
記
入
じ
ま

す。
3
申
告
者

国
勢
調
査
で
は
一
般
の
家
庭

で
は
世
帯
主
が
、
ま
た
寄
宿

舎
や
下
宿
屋
の
よ
う
な
準
世

情
で
は
そ
の
寄
宿
人
や
下
宿

人
を
代
表
す
る
人
で
申
告
者

と
し
て
調
査
察
に
記
入
し
た

り
国
勢
調
査
員
の
質
問
に
答

え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
与
な

い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
(
昭

和
三
十
年
国
勢
調
査
令
第
七

条
)
た
ど
し
、
世
帯
主
が
不

在
で
あ
っ
た
り
、
止
宿
人
の

代
表
者
が
得
ら
れ
な
い
よ
う

な
と
き
に
は
、
そ
れ
ん
¥
奥

さ
ん
や
息
子
さ
ん
と
か
寄
宿

舎
の
管
理
人
な
ど
が
申
告
し

て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

出
生
ι八口

、F

けに一一一八・五一二

、e
l
J
J

一一一八.歪((〕

、C
L

Z

一八
.
0
六一(

=一八・
z

一六七

三E
・七八
O

E

ニ・
2]王

国一千七六九

四一・五七()

z
Z
]
.

六七三

事一一一・-(()一

=二・ニニ{(

死
亡
人
口

二五・九一五

ニ一・一九ヘ

ニ0
・九(〕一

こ
0
.

一Z5
一九.六一=一四

二ニ・一王宮一

一六・甘九
Z

一

一五・八九五

一五・五しな一一

三
一
一
亮

一=一二五三

E 

f
」
即

u
F
ι

，

以
下
調
査
の
概
要
を
申
し
述

べ
'
ま
し
た
が
申
告
に
-
あ
た
っ
て

疑
問
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
役

場
統
計
係
又
は
次
の
調
査
員
に

の
た
づ
ね
に
な
り
正
し
い
申
告

を
さ
れ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い

し
ま
す
。
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池山隠上
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大

橋

豊

子

宮

本

悦

子

模
尾
ハ
ツ
子

岩
城
真
一

森

本

六

郎

日

田

稲

生

丸
山
米
三
郎

木

下

保

利

酒
井
義
凸
向

上

川

万

敏

兵
一
顕
一
信
男

橋
本

芳
信

芙
男

照情龍邦
夫乃妙彦

七
重

4

(

大

字
長
浜
分
を
除

く
)

三
村
タ
カ
子

ω

浜
岡
満
則
日
出

紙
本
徳
之
助
位
争
円
相

久

保

態

男
L

黒
田
一
円

寺

脇

要

雄

大

屋

一

円

糸

井

四

郎

築

地

清
水
文
子
沖
浦
上
部
落

沖
江
経
子
沖
浦
中
部
落

二
宮
一
雄
沖
浦
沖
部
落

山
下
ヤ
ス
子
小
浦

梶

本

重

雄

峯

今

坊

松

ノ

久
保
大
谷
口

今
坊
浜

日
之
浦

藤
淵

高
月

コ一尾
幸
雄

L
;
e
T

ふ
j
d
l
v
J
h
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肱
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嘉一叶徳 喜 喜津四芙荘米
一智郎夫霊 平吉亮豊夫子郎雄三子

大
野
徳
三
郎

東

義
奥
野

無
事

橋
立
浜

橋
立
上

喜
地

大

越

叶

松

熊
谷

足
山
一
ノ
瀬

萩

坂

豆

柳

樫

谷

戒

川

山
林
地
帯

大
平
山
林
地
帯

石

堂

本

郷

大
場

繁

犬

小

長

浜

山

林

地
帯

勉
加
世
田
淵
(
田

淵
川
よ
り
西
)

西

山

仙

一

須

合

国

池
田
又
一
郎
小
野
白
滝
山

林
(
田
淵
川
よ

り
東
)

仙

波

久

枝

加

屋

5
区
加
屋

耕
地

平
田
春
実
・
5

3

摘

野

久

札

2

1

上

満

和

直

峯

大

越

棉

早

坂
井
弥
八
郎
小
谷
道
上

清

水

満

秋

柴

耕

地

豊

中

一

白

方

一

松

田

忠

重

中

岡

日

ノ

浦

一

徳

山

三

幸

柴

大

越

名

一

越

小

国

際

一

山

林

地

帯

一

沼
田
吉
松
都
梅
山
林
弛
帯
一

篠

崎

福

子

鎌

久

保

一

後

藤

和

男

下

成

上

成

一

藤
岡
千
代
司
下
平
木
須
戒
一

山

林

一

奥

島

力

男

郷

一

西

山

安

男

忽

瀬

一

矢

野

、

儀

順

柿

之

久

保

『

/

中

野

浩

新

造

替

地

前

奥

一

一
二
宮
正
直
穂
積
伊
之
尾
一

一
菊
地
勲
日
野
地
大
久
保
一

一

武

智

喜

佐

雄

明

東

地

一

一

大

成

淳

犬

上

刈

屋

一

一

増

本

弘

明

下

村

一

一

松

田

宣

沼

桜

谷

上

一

一
宇
都
宮
古
口
幸
本
村
駄
馬
一

一

大

本

春

明

中

上

一

一

二

宮

邦

中

央

下

一

一

一

松

岡

四

郎

朝

日

一

一

菊

地

嘉

彦

奥

一

一

橋

本

遵

港

区

一

一
田
中
与
左
エ
門
土
居
区
一

一

畑

中

正

坂

本

区

一

一

小

西

千

代

子

尾

坂

区

門

信

一

見

金

治

郎

奥

区

ぅ

河

村

末

実

沖

区

水

田

春

市

浜

区

山

路

数

蔵

高

峰

次
家
俊
一
一
高
松

酒

弁

親

西

谷

出

雲

一
束

亀

代

浜

浜

宮

河

原

義

盛

坂

谷

上

小

山

・
下
小
山

淑

子

藤

白

原

保

中
尾
中
峯

常

水

大

峰

須
沢

義
矩

大
野

真
良

和
左
田
幸
徳

宮

本

数

美

神
山
栄
治
郎

児
玉

大
塚

ε ムJ 一一ー一一-~~ーー ー」二室主一 一日

梶
村

石
内

浜
頭

松
本

岡
田

大
森
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マ
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i

1

i

l

1

J

寸

Q
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一
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p
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1

i

‘
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U
J
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J
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ζ
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手一

て
F
F/

 

頭
数
は
緬
羊
四
頭
、
山
羊
三
頭
一

の
内
大
和
の
、
氷
田
義
邦
さ
ん
の
一

糊
羊
も
出
品
さ
れ
る
と
と
に
な
一

り

ま

し

た

。

一

-

.

:

，

f
‘
‘
‘
，
一
、
採
牧
容
器
は
布
袋
又
は
簿
一
高
め
る
と
と
が
出
来
る
又
鋳
ダ
一

」
l
n
屯

3
H一
乏
レ

F
長
足
の
内
に
布
張
り
を
し
た
も
の
一
ニ
及
び
赤
ダ
ニ
の
発
生
予
防
巳
一

i
l
E
Y陸

JEu-当
河

を

使

用

す

る

こ

と

。

有

効

で

あ

る

の

で

是

非

と

も

撒

一

一

一

，

a

r

-

-

・
1

二
.
果
梗
は
二
度
摘
し
出
来
る
一
布
の
必
要
が
あ
る
。
一

@

麦

作

一

る

こ

と

。

だ

け

短

か

く

す

る

事

。

一

濃

度

は

O
、
五
度
液
即
日
川
水
一
一

米
の
枚
一
強
制
も
目
前
に
迫
り
一
以
上
の
肥
料
設
計
は
当
地
区
一
三
、
銃
一
は
毎
々
と
い
で
良
〈
切
言
に
つ
き
石
灰
硫
黄
合
斉
一
合
一

O
林

業

、

下

潰

。

材

料

、

演

桶

一

斗

一

に

入

れ

て

充

分

搾

り

加

予

を

片

ま
し
た
の
で
後
作
の
麦
の
作
付
一
の
標
準
一
例
で
実
際
に
施
用
す
一
れ
る
も
の
を
使
用
す
る
事
。
て
一
勺
、
改
良
ネ
オ
デ
i
y
。
、
一
@
秋
季
造
林
の
奨
励
に
つ
い
て
一
樽
。
重
石
二
貫
(
氷
上
れ
ほ
一
一
手
で
聞
く
握
り
締
め
て
も
水
滴

員
し
左
記
の
を
注
意
し
て

7場
合
は
平
語
、
山
富
、
一
四
、
運
搬
皇
室
内
箱
喜
一
七
勺
(
二
一
一
C
C
)
リ
ノ
l
(
一
最
近
ぼ
つ
(
益
課
芝
居
貝
)
差
水
一
升
。
食
塩
三
百
匁
一
の
き
な
い
程
度
に
固
く
搾
る

用
意
を
し
て
下
さ
い
。
一
肥
沃
地
、
ヤ
セ
地
、
粘
土
賞
、
一
め
込
ま
ず
し
か
も
ゴ
ム
孝
之
着
剤

)
O、
三
勺
(
五
C
C
)

一
行
は
れ
て
、
ま
す
E

結
果
は
翌
一
中
等
大
の
茄
子
二
霞
匁
。
一
3
鍋
の
中
に
水
と
水
飴
を
入
れ

の
品
種
の
選
定
適
地
適
一
砂
語
、
目
標
章
に
よ
り
分
一
貫
す
る
事
。

E
Aし
て
採
牧
ま
で
に
二
回
一
年
の
生
長
糾
良
好
吋
活
着
歩
合
一
本
演
の
材
料
理
瓶
。
色
一
て
火
を
焚
き
水
飴
が
溶
け
る
と

品
沼
田
を
選
ぶ
事
は
増
産
上
?
と
量
や
追
肥
の
回
数
及
時
期
を
そ
一

A
Z謹
州
秋
肥
の
施
用
一

f
の
f
布
、
を
す
る
事
。
一
も
良
〈
良
好
で
あ
り
ま
ず
か
ら
一
紛
少
量
。
干
子
一
粉
又
十
匁

t
百
一
前
記
の
搾
り
茄
子
を
入
れ
て
沸

必
要
で
あ
る
事
室
喜
ち
と
れ
そ
変
更
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
一
基
直
後
す
み
や
か
に
秋
肥
一

A
予

備

校

設

定

率

不

作

一

御

奨

め

し

そ

一

五

五

o
J五
合
l
三
口
。
一
騰
す
れ
ば
直
ち
に
瓶
の
中
に
入

せ
ん
。
県
の
霊
園
産
の
優
良
一
ん

Z
A
P
-
4注
意
し
て
一
員
用
を
す
。
当
年
に
続
三
樹
は
可
成
り
夏
秋
梢
が
発
生
し
一
害
時
期
は
十
一
月
中
を
喜
一
喜
一
二
五

L
ハ
十
ベ
清
水
一
れ
て
置
く
。

種
子
の
特
性
を
充
分
に
知
っ
て
一
下
さ
い
。
尚
不
明
の
点
は
普
及
一
本
年
も
又
豊
作
で
あ
る
の
で
樹
一
て
い
る
が
こ
の
ま
、
産
出
す
る
一
と
し
里
山
の
方
で
は
十
二
月
中
一
五
合

t
一
升
。
水
飴
四
一
宮
匁
J

一
4
芥
子
一
粉
は
普
通
ア
ク
抜
を
し

適
当
な
白
川
穫
を
選
ん
で
下
さ
い
頁
に
御
棺
談
下
さ
い
。
一
体
内
の
栄
養
は
可
成
り
消
将
し
一
と
翌
年
需
要
と
な
り
隔
年
石
く
ら
い
若
手
し
て
下
さ
一
八
百
匁
。
勇
の
順
序
ド
主
て
用
ゲ
る
が
水
分
の
ま
君

、
選
種
充
実
し
た
良
い
一
一
樹
勢
の
衰
弱
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
一
結
果
を
よ
り
一
層
大
な
ら
し
め
一
い
。
聞
は
種
桧
、
杉
等
が
安
全
一

1
九
月
中
頃
芳
茄
子
を
選
F
帯
一
粉
の
ま
L
混
和
す
る
。

種
子
よ
り
は
丈
夫
な
首
が
立
ち
一
@
果
樹
一
も
の
で
あ
る
従
っ
て
一
時
も
早
一
る
の
で
本
月
上
匂
予
備
校
の
設
一
で
す
。
次
に
一
般
作
業
と
し
て
一
付
の
ま
L
尻
よ
り
中
程
迄
割
問
一
三
百
程
す
れ
ば
茄
子
は
水
分

ま

す

'

唐

箕

事

会

議

水

、

を

し

一

一

く

其

の

回

復

を

計

り

耐

寒

性

を

一

ょ

を

行

ひ

着

花

部

位

の

摘

除

に

了

、

造

林

地

の

地

持

一

を

入

れ

て

書

リ

る

。

一

を

吸

う

て

膨

れ

る

。

水

分

の

加

て
下
さ
い
。

J

一

A
早
生
温
州
採
攻
上
の
注
意
一
増
し
次
年
度
の
発
芽
、
着
花
に
一
依
り
新
梢
の
発
生
を
促
す
様
留
一
イ
秋
績
予
宅
地
は
早
急
に
行
う
一

2
食
塩
三
分
の
二
を
以
て
桶
の
一
減
を
見
て
か
ら
米
麹
と
芥
子
一
粉

「
吋
種
子
の
消
毒
種
子
に
一
採
牧
さ
れ
た
果
実
を
良
く
調
査
一
好
都
合
な
ら
し
め
な
け
れ
ぽ
な
一
意
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
一
こ
と
。
，
一
中
に
茄
子
を
漬
込
み
圧
蓋
ー
を
置
一
を
入
れ
る
の
で
あ
る
が
水
分
不

昔

話

再

刊

誌

一

抗

日

俗

説

話

一
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日

開

3
1恥闘
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一
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諸
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時

弘

司
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ロ
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時

予

定
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の

計
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一
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目

立

一

開

け

れ

れ
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日

目

駐
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間

μ芳

村

監

肘

訪

れ

は

れ

諮

問

問

一

HEr霊

前

の

石

灰

硫

一

口

尋

問

問

問

昨

日

間

一

ハ

訪

日

開

草

刈

忠

一

時

百

十

槌

色

し

て

か

一

号

建

設

麓
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己

主

で

立

話

器

話

語

p君

主

露

呈

一

語

ド

止

一

ら

詰

移

る
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一
同
司
れ
ば
水
分
の
寄
与

を
ワ
ス
プ
ル

γ
千
倍
液
に
三
時
一
常
に
腐
敗
し
易
い
の
で
一
層
の
一
警
は
着
色
鮮
度
々
増
し
品
質
一
一
根
切
鍬
に
よ
る
直
根
切
断
及
一
1
下
漬
せ
る
茄
子
は
適
宜
の
大
一

U
一

接

続

時

佐

野

町

御

霊

潰

し

て

引

上

げ

喜

C

四

一

日

照

持

ほ

子

;

情

住

は

行

代

尚

三

@

畜

産

一

び

二

斗

式

ボ

ル

ド

ー

液

撒

布

一

さ

詰

切

っ

て

水

を

多

量

に

入

一

和

し

適

度

の

湿

り

を

持

た

す

事
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時

間

町

長

時

詩

一

町

内

を

浮

化

し

ま

し

ょ

う

一

諸

ず

立

法

当

十

九

日

間

1
肥
料

1
施
肥

j
肺

結

恥

射

殺

記

長

一

議

官

官

完

霊

放
置
す
る
)
。
混
湯
C
五

十

五

一

一

一

年

中

で

一

番

大

切

な

時

で

す

三

、

首

木

の

申

込

み

受

付

は

十

一

れ

ほ

茄

子

の

塩

分

と

ア

ク

が

抜

一

6
尚
カ
プ
の
芥
子
漬
の
場
合
も

度
五
分
間
、
温
度
降
下
の
ま
L

一
町
内
の
道
路
に
紙
く
ず
、
縄
切
一
で
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
本
町
一
来
春
は
一
頭
の
空
腹
も
な
い
よ
一
月
五
日
よ
り
二
十
五
日
迄
に
各
一
け
る
。
一
茄
子
に
準
じ
て
作
れ
ば
良
い
の

放
置
し
五
分
苛
唾
ダ
て
温
度
計
一
れ
、
木
片
等
散
乱
ん
て
居
る
の
一
は
地
盤
が
低
く
、
満
潮
時
は
海
一
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
種
付
の
時
一
森
林
組
合
え
申
込
む
こ
と
。
一

2
ア
ク
抜
き
し
た
茄
子
は
布
袋
一
で
あ
る
。

Z

Z

E

E

-

の
降
下
じ
た
温
度
差
-V
二
二
度
一
は
誠
に
感
じ
の
惑
い
も
の
、
芥
一
水
が
下
水
道
へ
逆
流
す
る
程
で
一
期
は
九
月
末
項
よ
け
十
一
月
末
一
造
林
補
助
の
申
請
を
早
急
に
組
一

h
け
守
雇
E
Z
S
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間

取

閥

抗

一

日

臨

時

代

仁
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此

石

附

腕

時

説

明

諸

竺

炉

内

野

る

転

{

豆

一

一

日

一

催

さ

れ

る

敬

老

曾

て
五
十
一
度
で
あ
る
と
す
れ
波
一
付
く
も
の
:
:
:
。
一
角
莫
大
な
経
費
を
か
け
て
作
つ
一
あ
り
ま
す
。
一
ま
し
た
の
で
申
請
者
は
早
速
各
ニ
一
↑
寸
ト

j
l
F
4
l
f
A
l
p
i
1
T

五
十
五
礎
引
く
手
一
定
四
一
道
路
に
慶
し
て
倉
庫
を
所
有
す
一
た
下
水
も
す
ぐ
使
用
量
え
な
一
@
第
一
回
全
日
本
綱
吉
去
一
猟
友
会
又
は
町
役
場
、
支
所
へ
一
一
/
一
御
承
知
の
如
く
一
九
月
十
五
日
午
竺
時
よ
り
、

度
と
な
り
哲
芸
者
分
と
・
一
る
霊
聖
書
で
は
比
点
特
一
く
な
り
ま
す
。
下
水
が
と
は
れ
-
共
進
会
が
東
署
十
月
六
日
ょ
一
申
込
ん
で
下
さ
い
。
税
は
昨
年
一
一

7
一

九

月

十

五

日

は

ユ

皇

室

苦

手

才

以

上

の

し
て
合
符
九
件
苛
遠
賀
す
る
事
一
に
注
意
し
て
町
内
の
浄
化
に
協
一
て
「
一
番
園
る
の
は
誰
か
」
よ
く
一
り
行
ほ
れ
ま
す
愛
媛
県
の
出
口
四
一
同
様
の
見
込
み
で
す
。
一
一

i
一
と
し
よ
り
の
日
」
一
老
人
八
十
三
名
(
男
三
十
二
名

…
…
諮
問
一
附
加
す
時
一
諮
問
主
割
引
配
列
一
以
一
括
主
主
遊

説

明

税

制

時

紅

白

一

誤

認

可

日

畳

間

四

日

露

定

町

一

愛

盟

結

日

目

的

前

一

師

長

裂

抑

制

所

駐

は

一

一

と

一

詰

伽

訪

日

一

大

刊

は

M
Mい
八
日
午
前
十

一
梁
下
水
町
?
の
飢
所
が
沢
山
一
週
間
に
一
田
町
内
を
廻
り
兼
ね
一
を
重
ね
て
お
り
農
家
の
皆
さ
ん
一
苗
、
林
産
、
森
林
機
械
化
展
一
「
し
す
が
、
当
町
に
於
一
時
よ
り
黒
田
区
集
会
所
に
喜
多

治
肥
料
長
浜
地
区
の
様
一
あ
る
状
態
で
、
少
し
ド
ブ
掃
除
一
る
現
状
で
す
か
ら
、
各
戸
の
慶
一
の
農
業
技
術
の
改
良
、
警
の
一
優
良
造
林
地
と
不
童
話
一
て
も
、
恒
例
に
よ
一
灘
地
区
(
黒
田
、
大
屋
、
築
地
)

準
肥
料
設
計
(
反
当
り
三
石
田
一
言
っ
て
、
メ
タ
γ
瓦
斯
が
発
一
箱
は
一
週
間
分
の
撃
を
容
れ
百
善
、
室
、
林
業
、
震
と
一
の
技
術
的
分
析
童
相
談
一
り
草
案
毒
事
婦
人
会
一
の
老
人
十
九
名
を
招
待
、
来
賓

標
)
一
語
、
堆
厩
肥
二
百
五
十
一
生
し
た
り
、
ポ

i
ブ
ラ
が
わ
く
一
得
る
程
度
の
も
の
と
し
、
完
全
一
農
晶
来
島
す
る
総
て
の
部
閣
の
一
一
開
設

f
五

時

町

内

服

飾

わ

れ

r
m一
参
列
盛
会
に
行
わ
れ
た
。

間

出

国

税

措

一

昨

日

訳

出

…

一

時

何

時

間

叫

一

一

即

時

探

知

山

一

果

眼

中

間

並

一

一

日

野

わ

一

抗

議

持

切

れ

る

こ

と

一

町

内

各

け

れ

判

長

者

-
月
下
旬
硫
安
二
賞
)
。
第
三
媒
介
体
で
あ
る
。
夏
期
に
は
少
一
で
す
。
一
下
さ
い
。
一
物
展
示
説
明
試
験
悶
場
案
一
因
に
こ
の
「
と
し
よ
り
の
日
」
一
長
浜
地
区
天
字
長
浜

回
追
肥
(
三
月
上
匂
)
硫
安
二
一
な
く
と
も
月
二
回
、
其
他
の
季
一

O
長
浜
小
学
校
の
生
徒
会
で
は
一
一
、
日
時
十
月
一
日
よ
り
四
一
内
説
明
果
樹
裁
培
全
般
の
一
は
、
法
定
の
国
民
の
祝
日
で
は
一
岸
本
実
太
郎
九
十
四
才

出

龍

一

ι
照
明
一
抑
制
器
問
笠
時
間
説
明
時
一
刊
諮
問
出
臨
ょ
1

一
向
諮
問
中
副
長
一
九
京
都
瞬
間
…
一
喜
多
時
腕
時
均
十
六
才

加
里
三
貫
目
と
な
り
ま
す
。
外
一
下
水
道
の
寿
命
も
数
倍
保
ち
ま
一
た
子
に
教
え
ら
れ
て
浅
瀬
を
渉
一
第
日
会
場
松
山
市
道
後
南
-
第
四
会
場
松
山
市
南
立
花
一
昭
和
二
十
六
年
に
制
一
比
さ
れ
た
一
櫛
生
地
区
大
字
須
沢
・

に
反
当
り
二
十
震
の
石
灰
を
撤
一
す
。
一
る
こ
と
の
出
来
る
善
良
な
大
人
一
町
農
業
試
験
場
一
(
立
花
橋
雲
間
)
家
一
台
市
場
一
あ
の
で
ら
り
ま
し
て
所
謂
老
一
-
本
図
ヤ
ス
ヨ
九
十
才

布
す
る
と
よ
い
。
堆
厩
肥
成
分
一
特
に
開
梁
下
水
の
上
へ
は
障
害
一
に
な
り
度
い
も
の
。
一
試
験
成
績
並
び
に
標
本
実
一
第
十
八
回
畜
産
さ
雲
(
但
一
ゆ
る
を
も
っ
て
旅
路
の
果
て
寸
一
出
海
地
区
大
字
山
山
海

は』
gn分
・
中
窒
素

O

五
燐
酸

O
一
物
を
作
っ
た
り
置
い
た
り
せ
ぬ
一
@
長
浜
小
学
校
生
徒
会
の
き
d

一
物
展
示
説
明
試
験
圃
場
案
一
し
第
三
日
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午
終
7
1
4
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一
し
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生
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相
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ノ
プ
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九
十
一
口
才

、
三
加
竪
O
、
六
、
入
糞
尿
は
様
陀
願
い
度
い
。
又
暗
梁
下
水
一
ん
あ
り
が
と
う
。
今
後
も
町
内
一
内
，
説
明
優
良
農
機
具
の
実
一
一
に
、
か
i
る
催
し
の
生
れ
た
こ
一
大
和
香
区
大
字
穂
積

窒
素

O
、
六
燐
酸

OJ
二
ニ
加
一
の
完
備
し
た
地
区
で
は
引
込
ロ
一
を
き
れ
い
に
す
る
と
と
に
協
力
一
演
展
示
農
村
生
活
改
善
亘
書
授
与
並
び
に
畜
産
功
労
一
と
は
?
を
よ
る
と
ほ
し
い
一
菊
池
ス
ヱ
九
十
才

き
、
二
吉
見
積
り
で
す
、
五
桝
を
よ
く
掃
除
し
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下
き
と
し
て
下
さ
い
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司
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町
内
各
公
民
館
主
事
参
集

八

月

二

十

六

日

公

民

舘

予

算

並

に

今

後

の

公

一

@
町
共
済
組
含
長
会
開
催
民
舘
運
営
等
に
つ
い
て
協
議
一

各

地

区

共

済

組

合

長

参

集

し

た

一

V

続
明
日
ム
口
併
に
つ
き
研
一
軒
…
院
課
関
係
査
定
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一

一

本

庁

分

八

月

二

十

九

日

一

県

耕

地

課

係

員

に

よ

る

耕

地

一

哨

木

富

三

郎

二

女

み

き

子

。

町

議

会

議

員

総

会

一

関

係

の

査

定

が

行

わ

れ

た

一

片

島

三

宮

長

男

稔

町

議

会

の

視

察

者

よ

り

過

日

一

九

月

七

日

一

川

内

謙

吉

二

男

達

朗

行
っ
た
合
併
後
に
お
け
る
新
一
喜
多
灘
地
区
集
団
検
診
一
浩
伯
隆
三
女
律
子

町

行

政

の

在

り

方

に

つ

き

豆

大

洲

保

健

所

よ

り

来

町

五

本

成

子

女

光

予

告
あ
り
後
今
後
む
お
け
る
月
一
喜
多
灘
地
区
集
団
検
診
実
施
一
f
i
石

忠

繁

長

男

啓

介

行
政
に
つ
き
検
討
し
た
一
受
診
者
二
四

O
余

名

一

五

時

義

二

男

公

許

.

八

月

一

手

日

一

九

月

八

日

吉

村

千

次

郎

二

男

忠

治

一

@

建

設

省

関

係

会

計

検

査

一

@

定

例

会

計

検

査

一

沖

上

芳

則

二

男

芳

郎

一

会
計
検
査
院
に
よ
る
建
設
省
一
町
役
場
に
於
て
宮
本
、
井
関
市
間
信
長
男
信
二
一

関
係
検
査
が
実
施
さ
れ
た
了
間
監
査
委
員
に
よ
る
定
例
町
一
川
崎
繁
行
二
女
摩
弥
子
一

八

E
宇

一

日

一

会

計

検

査

が

実

施

さ

れ

た

一

同

且

久

夫

二

男

和

彦

一

O
町

選

挙

管

理

委

員

会

書

記

事

一

，

二

宮

明

四

男

正

孝

一

一

九

月

九

日
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一

一

務

打

合

会
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催
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@

町

内

単

位

婦

入

会

長

会

弓

田

秋

三

郎

二

女

明

子

一

町
役
場
会
議
室
に
於
て
九
月
一
九
月
十
五
日
と
し
よ
り
の
日
一
滑
井
泰
蔵
四
男
泰
志
一

十
五
日
現
在
調
整
の
基
本
選
一
を
迎
へ
各
地
区
毎
犯
行
ラ
敬
一
矢
野
富
計
長
女
恵
子
一

挙
人
名
簿
並
に
海
区
漁
業
調
一
老
会
に
つ
い
て
打
合
を
行
つ
一
喜
多
灘
室
町
分
一

整

委

員

会

選

挙

人

名

薄

に

つ

一
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一

稲

垣

安

生

長

女

京

子

一

い

て

打

合

を
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っ

た

一
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